
令
和
４
年
度
の
区
政
事
務
事

業
説
明
会
が
、４
月
21
日（
木
）

午
後
３
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
、

成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
会
場
と
し
、各
地
域
セ
ン

タ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
る
開
催
と
な
っ

た
。各

町
会・自
治
会
長
等
は
地

域
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、モ
ニ
タ

ー
を
通
し
て
説
明
を
聞
い
た
。

坂
本
区
長
か
ら「
日
頃
か
ら

の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。区
制

施
行
90
周
年
事
業
、「
い
た
ば
し

№
１
実
現
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」の

重
点
戦
略
の
柱
で
あ
る「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
s
戦
略
」、「
Ｄ
Ｘ
戦
略
」、「
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」を
基
本
に
、未
来

を
見
据
え
た
計
画
の
着
実
な
実

現
を
図
る
。」旨
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、平
塚
町
連
会
長
か
ら
開

催
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
理
事
者
・
職
員
の
紹

介
の
後
、今
年
度
の
町
会・自
治

会
に
関
係
す
る
事
務
事
業
に
つ

い
て
、要
点
を
ま
と
め
た
説
明
が

行
わ
れ
た
。

主
な
事
務
事
業
項
目
は
次
の

と
お
り
。

政
策
経
営
部

○「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

●
区
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業●
令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

総
務
部

年
度
末
の
転
入
届
が
多
く

な
る
３
月
14
日（
月
）〜
18
日

（
金
）、区
役
所
１
階「
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」に
お
い

て
、町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

の
促
進
を
目
的
に
、そ
の
活
動

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

が
地
域
振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
推
進
を
担
当
す
る

地
域
振
興
課
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

板
橋
区
で
は
、町
会
・
自
治

会
が
公
共
性
の
高
い
奉
仕
団

体
と
し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
や
安
心
・
安
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

防
災
・
防
犯
活
動
の
ほ
か
、地

域
住
民
相
互
の
支
援
活
動（
支

え
合
い
事
業
）な
ど
を
行
っ
て

お
り
、そ
の
存
在
の
重
要
性
は

今
後
も
大
き
な
も
の
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、町

会
・
自
治
会
活
動
が
自
粛
さ

れ
、地
域
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し

て
の
加
入
の
呼
び
か
け
が
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
が
、こ
の

よ
う
な
状
況
こ
そ
共
助
力
が

最
た
る
町
会
・
自
治
会
の
存
在

が
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

会
場
に
は
、「
町
会
・
自
治

会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」と
大

書
さ
れ
た
幟
旗
が
掲
げ
ら
れ
、

町
連
18
支
部
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
特
徴
的
な
活
動
の

写
真
、紹
介
文
が
支
部
ご
と
に

１
枚
の
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
て

展
示
さ
れ
て
お
り
、切
り
取
り

式
の
加
入
申
込
書（
は
が
き
形

３
月
14
日（
月
）午
後
１
時

か
ら
区
長
室
に
於
い
て
、平
塚

町
連
会
長
か
ら「
板
橋
区
町
会

連
合
会
創
立
60
周
年
記
念
誌
」

を
坂
本
区
長
、橋
本
副
区
長
へ

そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
編
集
会
議
や

打
ち
合
わ
せ
が
思
う
よ
う
に

で
き
な
い
中
で
、記
念
誌
発
行

の
難
し
さ
や
苦
労
な
ど
を
乗

り
越
え
、発
行
で
き
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

４
月
１
日
付
で
定
例
の
板

橋
区
職
員
人
事
異
動
が
あ
っ

た
。
新
任
部
課
長
、
町
会
・

自
治
会
活
動
に
関
係
の
深
い

地
域
振
興
課
新
任
者
（
抜

粋
）
は
次
の
と
お
り
〈
敬
称

略
〉

■
部
課
長

▽
部
長
級
＝
危
機
管
理
部

長
：
三
浦
康
之
、
区
民
文
化

部
長
：
林
栄
喜
、
産
業
経
済

部
長
：
平
岩
俊
二
、
健
康
生

き
が
い
部
長
：
篠
田
聡
、
福

祉
部
長
：
久
保
田
義
幸
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長
：
佐
々
木
三
良
、
資

源
環
境
部
長
：
岩
田
雅
彦
、

都
市
整
備
部
長
：
内
池
政

人
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

長
：
田
島
健
、
会
計
管
理
室

長
：
椹
木
恭
子
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
：
堺
由

隆
、
監
査
委
員
事
務
局
長
：

森
弘
、
区
議
会
事
務
局
長
：

五
十
嵐
登
、

▽
課
長
級
＝
政
策
経
営
部

経
営
改
革
推
進
課
長
：
遠
藤

宏
、
施
設
経
営
課
長
：
伊
東

龍
一
郎
、
総
務
部
総
務
課

長
：
荒
井
和
子
、
男
女
社
会

参
画
課
長
：
舟
山
百
合
子
、

区
民
文
化
部
文
化
・
国
際
交

流
課
長
：
小
林
晴
臣
、
健
康

生
き
が
い
部
（
保
健
所
）
健

康
推
進
課
長
：
折
原
孝
、
予

防
対
策
課
長
：
國
枝
豊
、
感

染
症
対
策
課
長
：
渡
邊
愛

可
、
上
板
橋
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
：
渡
邊
茂
、
高
島

平
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
：
松
田
玲
子
、
お
と
し
よ

り
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
：
星
野
邦
彦
、
福
祉
部

障
が
い
サ
ー
ビ
ス
課
長
：
家

田
彩
子
、
志
村
福
祉
事
務
所

長
：
久
保
田
智
恵
子
、
子
ど

も
家
庭
部
保
育
運
営
課
長
：

保
泉
正
憲
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

課
長
：
飯
嶋
登
志
伸
、
子
育

て
支
援
課
長
：
村
山
隆
志
、

（
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

　

２
月
14
日
付
で
警
視
庁
の

人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

　

板
橋
区
内
関
係
者
は
次
の

と
お
り
。
〈
敬
称
略
〉

▽
板
橋
警
察
署
長

　

新
任 

森
田 

勝
也

　

前
任 

大
村 

昌
志

▽
高
島
平
警
察
署
長

　

新
任 

高
橋 

季
樹

　

前
任 

濱
田 

里
司

○
板
橋
区
平
和
都
市
宣
言
記

念
事
業

○
令
和
４
年
度　

特
別
区
税

危
機
管
理
部

●
水
害
リ
ス
ク
に
特
化
し
た
避

難
行
動
要
支
援
者
個
別
避
難

計
画
の
作
成

○
板
橋
区
に
お
け
る
防
犯
の
取

組
に
つい
て

区
民
文
化
部

○
区
民
集
会
所
の
開
設

〇
そ
ろ
そ
ろ
、あ
な
た
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

産
業
経
済
部

○
板
橋
ふ
れ
あ
いマ
ル
シェ・収
穫

体
験
事
業

○
観
光
事
業
に
よ
る
魅
力
発
信

●
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
板
橋

Ｐａｙ（
仮
称
）」導
入
事
業

健
康
生
き
が
い
部

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
相
談

体
制
を
拡
充
！
24
時
間
３
６
５

日
電
話
相
談
事
業
を
実
施
！

○
飼
い
主
の
い
な
い
猫
対
策
事

業●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症福
祉
部

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
体
制

と
養
育
費
確
保
支
援

○
福
祉
総
合
相
談
室

子
ど
も
家
庭
部

●「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」子

育
て
の
総
合
支
援
拠
点
が
誕

生
！
板
橋
区
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

○
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
子
育

て・保
育
環
境
の
充
実
と
Ｄ
Ｘ
を

推
進

資
源
環
境
部

●
い
た
ば
し
環
境
ア
ク
シ
ョン
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
拡
充

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
再
資
源

化
の
推
進

都
市
整
備
部

○
東
京
都
板
橋
区
が
け・よ
う

壁
安
全
対
策
助
成
事
業

○
板
橋
区
の
マ
ン
シ
ョン
管
理
適

正
化
の
推
進
に
つい
て

土
木
部

○
板
橋
区
自
転
車
活
用
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

○
あ
ぶ
な
い
よ　

無
謀
な
横
断

　

事
故
の
も
と

○
板
橋
こ
ど
も
動
物
園
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

教
育
委
員
会

○
い
た
ば
し
学
び
支
援
プ
ラ
ン

２
０
２
５
を
策
定
し
ま
し
た

○
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
業
の
移

管
に
よ
る
生
涯
学
習
事
業
の
一

元
化
に
つ
い
て

○
旧
粕
谷
家
住
宅
の
整
備

●
図
書
館
Ｄ
Ｘ・
書
籍
と
音
楽

の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め

ま
す
。ご
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
が　

図
書
館
に
‼

※
●
印
が
当
日
説
明
し
た
事
務

事
業
。そ
の
他
は
資
料
配
布
。

式
）が
組
み
込
ま
れ
た
町
会
・

自
治
会
加
入
の
ご
案
内
も
配

置
さ
れ
て
、来
庁
者
の
関
心
を

集
め
て
い
た
。

※
各
支
部
の
パ
ネ
ル（
抜

粋
）は
、２
・
３
面
に
掲
載

ン
タ
ー
）
支
援
課
長
：
丸
山

博
史
、
援
助
課
長
：
鈴
木
香

奈
子
、
保
護
課
長
：
須
藤
佳

代
子
、
法
務
担
当
課
長
：
西

田
美
樹
、
都
市
整
備
部
都
市

計
画
課
長
：
千
葉
亨
二
、
建

築
指
導
課
長
：
廣
木
友
雄
、

建
築
安
全
課
長
：
吉
田
亘
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
ち
づ

く
り
調
整
課
長
：
長
尾
幸

久
、
地
区
整
備
課
長
：
早
藤

伊
佐
緒
、
土
木
部
土
木
計

画
・
交
通
安
全
課
長
：
佐
藤

隆
行
、
管
理
課
長
：
義
本
昌

一
、
み
ど
り
と
公
園
課
長
：

河
島
一
郎
、
南
部
土
木
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
：
内
田

洋
二
、
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
長
：
諸
橋
達
昭
、
学
務

課
長
：
大
橋
薫
、
学
校
配
置

調
整
担
当
課
長
：
早
川
和

宏
、
生
涯
学
習
課
長
：
太
田

弘
晃
、
地
域
教
育
力
推
進
課

長
：
河
野
雅
彦
、
中
央
図
書

館
長
：
松
崎
英
司

■
地
域
振
興
課
（
抜
粋
）

▽
地
域
振
興
係
＝
係
長
：
宮

田
修
志

▽
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
志
村
坂
上
：
吉
田
隆

史
、
中
台
：
宮
澤
誠
、
蓮

根
：
中
野
義
明
、
前
野
：
吉

岡
正
幸

副
所
長
＝
仲
宿
：
塚
原
将

大
、
大
谷
口
：
岩
井
祐
介
、

清
水
：
窪
田
智
樹
、
徳
丸
：

角
地
渉

■
区
民
事
務
所
長
＝
常
盤

台
：
阿
部
義
男

訃
　
　
報

　

内
田
耕
正
様（
前
町
会
連

合
会
会
長
・
前
蓮
根
本
町
会

会
長
）に
は
、２
月
26
日
病

気
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

享
年
86
歳

　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

挨拶する坂本区長
地域センターで説明を
聞く町会・自治会長

支部の紹介パネル坂本区長と橋本副区長へ記念誌を贈呈

令
和
４
年
度

板
橋
区
の
人
事
異
動

警
察
署
長
人
事

区
政
事
務
事
業

説
明
会
開
催

町
会
・
自
治
会
活
動
の
紹
介
と

加
入
促
進
パ
ネ
ル
展
示

区
長
・
副
区
長
へ

60
周
年
記
念
誌
を
贈
呈

（１）　　　　　令和４年５月１日　 第298号い た ば し 町 連
発 行 板 橋 区 町 会 連 合 会

東京都板橋区板橋2-66-1
板橋区役所区民文化部
地域振興課気付
電　話　03-3579-2163

会 長 平 塚 幸 雄
板橋区町会連合会広報部
ティーエーピー
　東京都板橋区板橋2-50-9
　電　話　03-6780-3336
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い た ば し 町 連 令和4年5月1日　　　　　（2）第298号

株式会社

事務センター 板橋区南常磐台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます

IDグループ

東京都板橋区南常盤台1-11-9　IDビル

tel:(03)3973-8529 fax:(03)3959-6067
電気設備設計施工　空調設備設計施工　床暖房工事

　板橋支部は、板橋区
の玄関とも言えるJR
「板橋駅」をはじめ、
都営三田線や東武東上
線と交通網が充実して
おり、板橋区役所や板
橋警察署、板橋消防署、
板橋税務署など数多く

の官公庁があり、とても住み良い地域です。
　そんな板橋支部は、10の町会・自治会で構成されており、年間
を通して、活気溢れる地域活動を展開しています。
 　「板橋支部桜まつり」や「板橋地区区民大運動会」などで交流
の輪を拡げ、絆を深め、また、安心・安全なまちづくりをめざして「防
災訓練」に取り組んでいます。さらに、子どもたちの健やかな成
長を願って「キャンプ大会」など多彩なイベントを行っています。
　ぜひ、皆さんも、地域のイベントに参加され、「心とこころをつ
なぐまち板橋」の心意気にふれてみてください。  

　熊野地区は８町
会で構成されてい
ます。
18地区のなかでは
規模が小さいです
が、それだけに、
地域のみなさんが
絆を大切にしてい

ます。
　「熊野まつり」では、町会や学校PTA、消防など様々
な団体が出店。模擬店やＰＲコーナー、子どもコーナー
など楽しい催しで盛り上がっています。管内小・中学生
によるダンスや吹奏楽もとても好評です。
　あなたも是非一緒に事業に参加し、「チームくまの」で
明るく、安心・安全な地域を作っていきましょう！

　仲宿地区は旧
中山道板橋宿の
中心部に位置して
います。地域には
板橋という区名の
由来となった石神
井川にかけられた

板橋が桜の名所としても知られており、桜の季節に
は板橋区内はもちろん区外からも多くの人々が美し
い満開の桜を楽しみに訪れます。
　また、仲宿地区には「仲宿地区まつり」や「仲宿
地区区民大運動会」といった、小さいお子さんから
お年寄りの方まで幅広い世代の方々が参加し楽しめ
るイベントが季節ごとにあり、毎回多くの方々の活
躍の場になっています。

　仲町支部は、８
つの町会と東武東
上線大山駅と中板
橋駅を中心とした
商店街を含んだエ
リアです。
　町会では、春の
桜まつり、夏には
盆踊り、秋は大運

動会、一年を通したリサイクル活動など様々な町会活動を
行っています。
　また、防災訓練やイベントを通じて地域住民の交流を図
り地域の絆を深めるとともに防災意識の向上に努めていま
す。
　仲町支部は仲良く人と人との結びつきを大切にし、皆で
協力し合い未来に向けた町づくりに取り組んでいます。

　富士見支部は、
10の町会・自治会
で構成され、名所・
旧跡が点在する落
ち着いた環境が自
慢です。
　10月の第４日曜
日に開催する「富

士見まつり」は、町会・自治会・ＰＴＡによる模擬店、
ステージでの歌とダンス、フリーマーケットなど、ふれ
あいと交流の場として多くの来場者でにぎわいます。岩
手県大船渡市の盛青年商工会による「さんまの炭火焼き」
は、毎年長蛇の列ができる大人気コーナーです。
　このほかにも、町会・自治会、学校、各団体のみなさ
んと一致団結して様々な事業に取り組んでいます。

　大谷口地区のシン
ボル、水道タンクは
当初の給水塔として
の役割は終えました
が、現在も災害時等
の給水拠点となって
います。また、昔は
牧場も有りましたが、
現在では副都心線の
開通及び東急線への

乗り入れや都道補助２６号線の拡幅等でとても便利になりました。
　大谷口支部の取り組みのひとつとして、毎年支部をあげて「緑の
カーテンづくり」を行っています。過去には２年連続で区から「緑
のカーテンコンテスト　町ぐるみ部門」のグランプリを受賞したこ
ともあります。
　もうひとつの特徴ある取り組みとして、毎年９月に「カヌー教室」を
実施しています。初めてカヌーに乗る子が多い中、パドルの握り方など
の初歩的なことから、乗り方、漕ぎ方、降り方のデモンストレーション、
最後に曲がり方、止まり方を一通り教わり、１時間程度の練習でも、子
どもたちはコツをつかむのが早く、自由自在にカヌーを操れるようにな
ります。この「カヌー教室」をきっかけに、ここ大谷口支部から、オリンピッ
クメダリストが誕生！といきたいものです。
　みなさんも、大谷口地区の「町づくり」にぜひ、参加してみませんか！

   常盤台地区には、
「桜まつり」や「総
合防災訓練」の舞
台である平和公園
に代表されるよう
に、地域内に緑に
溢れた空間が豊富
であり、それらは
日々、多くの人々
の心に安らぎと潤

いを与えてくれています。
　また、地域活動においては地域内の関係機関と連携し、年間
を通して「少年野球」「野外活動」「成人の日のつどい」など多
種多彩なイベントを企画・実施しており、『人の温もり』、『絆
の大切さ』を感じとることができます。
　是非、皆さんも「ふれあいとぬくもりのまち　常盤台」の一
員となり、様々な世代との交流を深めながら、常盤台流ピース
フルな心を育んでいきませんか？

  「清水」の名称
は、二千年の歴
史を伝えてきた
清水三名泉のひ
とつ「出井の泉」
からこんこんと
湧き出でる「清
冽な清水」から
生まれたと言わ

れています。
　清水支部では、春の空にこいのぼりが舞う恒例イベン
ト「清水ファミリーデー」、初夏の出井の泉公園（別名：
あじさい公園）で行う「あじさいまつり」、秋にはスポー
ツの祭典「清水スポーツフェア」などを実施し毎年多く
の来場者で賑わいます。
　皆さんぜひ清水にお越しください。

   志村坂上支部は、
都営三田線の「志
村坂上駅」と「志
村三丁目駅」を中
心に、周辺の商店
街や各小・中学校
などとも緊密に連
携しながら、活気
に満ちた地域活動
を展開しています。
　主なイベントと
しては、小豆沢公

園野球場を会場として、春の「桜まつり」、秋の「スポーツ大会」、冬
には「新春凧あげ大会」などを盛大に開催しています。
　また、夏季には小豆沢体育館での「つなひき大会」や、富士山麓
での「野外活動自然教室」など、主に子供たちを対象としたイベント
なども行っています。
　どのイベントも、お子様からご高齢の方までお気軽にご参加いただ
き、世代間の交流にもつながっています。
　未体験の方は、是非各種イベントを通じて志村坂上地域の良いとこ
ろを再発見してください‼

　中台地区では、
30年以上前からさ
くら草栽培の輪が
広がっています。
「さくら草まつり」
では、地域の方や
学校・保育園が育
てた約2,500鉢を
展示し、阿波踊り

や模擬店など、大変賑わいます。
　また、中台地区は芸術家の多い町で、地元の大スターが
踊り・民謡・合唱などを披露する「地域センターまつり」と、
書道・華道・絵手紙など創作活動の成果を披露する「作品展」
を開催し、文化活動を活気づけています。
　緑あふれる文化のまち「中台」で、「人と人とのつながり」
を広げてみませんか。

　蓮根地域は、
荒川や新河岸
川流域の自然
に恵まれながら
も、ここ数年工
場移転に伴うマ
ンション建設が
進 み、住 民 が
増加している地

域です。
　このような中、蓮根支部では、「蓮根地区区民大運動会」
「蓮根地域センターまつり」「成人の日のつどい」等を開
催し、地域の方々が交流する機会を提供しております。
特に、「蓮根桜まつり」は、区内で最初に開催された桜
まつりとして、大勢の地域の方々に親しまれています。

　板橋区の北に位置す
る舟渡地域は、北に荒川、
南に新河岸川が流れる
自然豊かなまちです。
浮間舟渡駅前に広がる
都立浮間公園には、運
動施設子どもの遊び場
が揃い、住民の憩いの
場なっています。春には、

「舟渡桜まつり」が開催され、多くの人で賑わいます。200
本を超える桜並木が、一斉に咲き誇る光景は見応えありで
す！その他にも、盆踊りや野外活動等の行事を通じて、地域
の絆を深め、賑わいのあるまちづくりを進めています。
　また、舟渡地域は、「いたばし花火大会」「板橋Cityマラソン」
といった、板橋区の大イベントの開催地でもあり、板橋区の
観光スポットのひとつといっても過言ではありません。
舟渡で一緒に素敵な日々を送りましょう☆

板橋区熊野町40-9　 板橋区氷川町12-10 ☎03-3963-1621

仲 宿 支 部 のびのびとみんなが
主役になれるまち 仲宿（なかじゅくしぶ）

大谷口支部 閑静でおもいやりのあるまち
大谷口支部！板橋区大谷口2-12-5 ☎03-3959-4130

（おおやぐちしぶ）

志村坂上支部 人情味にあふれた  活気みなぎる
スポーツと史跡の街  志村坂上板橋区小豆沢2-19-15 ☎03-3969-7577

（しむらさかうえしぶ）

助け合い舟 渡 支 部 賑わい　ふれあい
舟渡支部！板橋区舟渡3-19-8 ☎03-3558-4193

（ふなどしぶ）

板 橋 支 部 心とこころをつなぐまち
板橋支部！（いたばししぶ）

板橋区板橋3-14-15　☎03-3963-5049

熊 野 支 部 やさしさと支え合いのまち
熊野支部！☎03-3959-4115

（くまのしぶ）

仲 町 支 部 仲間でしょ　防犯・防災・町づくり（なかちょうしぶ）
板橋区仲町20-5　 ☎03-3958-1101

富士見支部 いいね！富士見
つながる　広がる　地域の輪板橋区富士見町3-1 ☎03-3962-9281

（ふじみしぶ）

ふれあいとぬくもりのまち
常盤台支部！

常盤台支部
（ときわだいしぶ）

板橋区常盤台4-14-1 ☎03-3559-6560

蓮 根 支 部 蓮根・ねっ葉・れんこんは
未来を見通す　蓮根支部板橋区坂下2-18-1 ☎03-3969-5723

（はすねしぶ）
中 台 支 部 さくら草のまち（なかだいしぶ）

☎03-3932-9990
中台

板橋区中台1-44-8

清 水 支 部 あじさい彩る
笑顔のまち、清水☎03-3969-7564

（しみずしぶ）
板橋区泉町16-16
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生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683

板橋区志村3－1－16

～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫

　まちの人たちが集
うと、そこはいつで
も笑顔と活気が溢れ
ています。
　暖かい、人と人と
のつながりがしっか
りと息づいています。
　ここに暮らし挨拶
を交わす人たちが、

時に力を合わせ、まちのために頑張っている。
　前野はそんなまちです。
　前野地区恒例のマラソン大会の1コマです。
　子どもから大人まで、鍛えている人も、そうでない人
も一生懸命走ります！
　白バイの先導もあり、気分はオリンピックのマラソン
ランナー！！
　前野のまちを駆け抜けます！

　成増支部は、板橋区
の西の玄関口「成増駅」
を中心に、周辺商店街
と連携し活気溢れる活
動をしています。板橋
三大まつりに数えられ
る「成増阿波おどり大

会」や毎年アクトホールで開催する「親子ふれあいフェ
スティバル」、「成増童謡まつり」、そして「赤塚梅まつり」
など、多くの方々が参加する事業を開催し、まちの活性
化や交流の場として大変盛り上がっています。地域には、
公園や神社、農地も数多く点在し、自然と調和した生活
環境を誇る住み良いまちです。
　また、地域の第二の故郷として、新潟県の田上町と都
市交流を行っており、少年少女のスポーツ交流や板橋農
業まつり、赤塚梅まつりでの特産品の販売などを通じ親
交を深めています。

　桜川地区は、満開
の桜で有名な石神井
川が東西に流れ、城
北中央公園をはじめ、
公園や神社も多く緑
豊かで住み良いまち
です。
　地名にもなってい
るこの「桜」は沢山

の花がかたまって咲く事から団結力の強さをあらわします。
桜川支部には６つの町会があり、その団結力はまさに桜のよ
う。６町会の協力のもと、さくらまつりやスポーツフェアな
ど数多くのイベントが充実しており、地域住民の交流も盛ん
です。
　写真は、『尾花沢林間学校』です。山形県の雄大な自然の中で、
子どもにとって大切な「心」を教えてくれます。
　桜川の子どもたちは笑顔で元気！　
　地域の行事にも協力してくれます。

　徳丸支部は、東武
東上線で区内最多の
乗車人員を誇る「東
武練馬駅」の北部に
広がる、緑と伝統に
恵まれたまちです。
　緑で覆われた土地

の割合を示す緑被率が他の地区に比べて高く、現在でも農業
が盛んで、地区内の畑を会場にじゃがいも掘り大会など、農業
にまつわる行事が盛んに行われています。
　また、伝統芸能・伝統行事も数多く残されており、特に、
毎年 2 月 11 日にその年の五穀豊穣と子孫繁栄を祈願して行
われる徳丸北野神社の田遊びは、千年を超える歴史があります。
その儀式がほぼ完全な形で現在に伝承されている全国的にみ
ても珍しい事例として、国の「重要無形民俗文化財」に指定
されています。北野神社の近くにあります「旧粕谷家住宅」は、
平成30年3月に東京都指定有形文化財に指定されました。

　下赤塚支部は、自
然に恵まれ、神社仏
閣、史跡や民俗芸能
も多く保存されてい
ます。
　「子どもまつり」は、
町の方々、ジュニア
リーダー、児童館に

よるゲーム・工作などを楽しめる人気行事です。地元の
大門餅つき保存会による餅つきや昔遊びなどを楽しむ「し
もあかフェスタ」、地域を散策しながら競う「ウォークラ
リー」、成増・徳丸支部と共同で開催する「赤塚梅まつり」
などで赤塚の魅力を体感できます。多くの成人が参加す
る「成人の日のつどい」では、赤塚諏訪神社獅子舞保存
会の演舞も恒例となっています。

　高島平支部は、高層
の団地群を中心に静か
な住宅地が広がる高島
平地域と、川に囲まれ
工場と住宅の調和の取
れた新河岸地域を中心
に発展してきました。
保育園・幼稚園はもち

ろん多くの小中学校から、高校・大学まである文教地区であり、
また、総合病院等医療機関にも恵まれた安心安全な街でもあ
ります。
　地域の一大イベントである高島平まつりや成人式、二日間
に渡る少年野球地区大会・課外活動（キャンプ）などには、
数多くの参加者が集まります。赤塚公園や荒川河川敷など豊
かな自然環境も残されており、あらゆる世代が住みやすい街・
高島平。
　医療・介護等の連携や、「みどりとにぎわい」のプロムナー
ド計画など、新しいグランドデザインも描き続けています。
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し
、青
少
年
が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
、豊
か
な
人

間
関
係
と
思
い
や
り
の
心
を

育
む
機
会
を
つ
く
る
と
と
も

に
、心
豊
か
な
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

毎
年
、板
橋
第
一・
第
二・
第

四
小
学
校
、金
沢
小
学
校
の

四
年
生
を
対
象
に「
あ
い
さ
つ

推
進
ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
て

い
る
が
、今
回
は
合
計
三
百
点

以
上
の
ポ
ス
タ
ー
が
集
ま
り
、

３
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）の

二
日
間
、板
橋
地
域
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、ポ
ス
タ
ー
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

展
覧
会
で
は
、全
て
の
作
品

を
展
示
し
、優
秀
ポ
ス
タ
ー
に

熊野地域センターまつり　作品展ポスター展示・町会加入促進PRポスター入賞者の表彰

中台地域センターまつり　作品展

区役所で行われたシェイク
アウト訓練の様子

画像提供：効果的な防災訓練と防災
啓発提唱会議

丹精込めて育てた「さくら草」

選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、さ
ら
に
来

場
さ
れ
た
方
々
は
、ポ
ス
タ
ー

観
賞
だ
け
で
な
く
、地
域
セ
ン

タ
ー
施
設
内
で
の
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
も
楽
し
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、会
場
内
に
は
町
会

加
入
促
進
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
、パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
、

町
会
・
自
治
会
活
動
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
活
動
に
、少

し
で
も
関
心
を
抱
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
来
場
者
に
呼
び

か
け
て
い
た
。

　

例
年
、こ
の
時
期
に
は
桜

ま
つ
り
を
盛
大
に
行
っ
て
い

る
は
ず
だ
っ
た
。今
回
は
代

替
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
だ
が
、一
日
も
早
く
、か

つ
て
の
日
常
を
取
り
戻
し
、

地
域
一
体
と
な
る
行
事
が
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

毎
年
３
月
に「
さ
く
ら
草
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、 　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年

目
と
な
る
３
月
11
日（
金
）11

時
か
ら
、区
内
一
斉
に
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と

は
、地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た

直
後
の
初
動
対
応
を
身
に
付

け
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　

そ
の
場
で
姿
勢
を
低
く
し
、

机
の
下
に

身
を
か
く

し
、揺
れ
が

収
ま
る
ま

で
待
つ
と

い
っ
た
、ど

こ
で
も
、ひ

と
り
で
も
、

１
分
で
で

き
る
訓
練

で
す
。

過
去
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
年
度
は
規
模
を
縮
小
し
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
て「
さ
く

ら
草
の
展
示
」を
行
っ
た
。こ

の「
さ
く
ら
草
」は
、地
域
の

方
々
が
時
間
を
か
け
て
大
切

に
育
て
た
も
の
で
、セ
ン
タ

ー
に
訪
れ
た
多
く
の
方
々
が

鑑
賞
し
て
い
た
。

板
橋
地
区

高島平支部
☎03-3938-1392

（たかしまだいらしぶ）
願いに応えるまち
　 ふるさと高島平板橋区高島平3-12-28

前 野 支 部 チャレンジ SDGs！
人つどう　笑顔あふれる

絆のまえの
（まえのしぶ）

板橋区前野町4-6-1　 ☎03-3969-0307

桜 川 支 部
板橋区東新町2-45-6 ☎03-3974-3180

（さくらがわしぶ）

６町会の団結力
桜の花のように

桜川支部！

下赤塚支部
板橋区赤塚6-38-1 ☎03-3938-5116

（しもあかつかしぶ）

自然と歴史と
文化の里　下赤塚

成 増 支 部
（なりますしぶ）

板橋区成増3-11-3-405 ☎03-5998-6881

楽しくなります  嬉しくなります
ほっとなります  成増支部！

徳 丸 支 部 緑と伝統に
　　であえるまち（とくまるしぶ）

板橋区徳丸3-35-15 ☎03-3932-5370
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激
し
戦
火
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憂
いつつ

穏
し
き
国
に
歌
を
詠
み
お
り

桜
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久
保 

親
二

赤
城
山

　

毎
日
見
て
た
よ
餓
鬼
の
頃

新
緑・紅
葉・白
く
聳
え
て

徳
丸
　
星
野 

俊
哉

ぽ
ん
か
ん
の
香
り
嬉
しい
定
期
便

姉
か
ら
届
き
春
の
さ
き
が
け

西
台
　
榎 

俊
江

住
所
録
開
き
て
思
う
逝
き
し
友

夢
に
出
て
き
て
話
し
を
し
て
ね

南
常
盤
台
　
久
保
田 

千
鶴
子

立
ち
待
ち
の
月
は
朧
に
低
く
あ
り

古
人
と
な
り
て
見
と
れ
る

徳
丸
　
竹
内 

泰
子

俳
　
句

潮
の
香
を
盛
り
込
む
島
の
夏
料
理

　
成
増
一
丁
目
　
小
海 

一
郎

不
揃
ひ
の
母
の
ま
る
め
る
蓬
餅

　
赤
塚
六
丁
目
　
林 

侑
子

朝
顔
の
昨
日
と
違
ふ
勢
力
図

　
赤
塚
四
丁
目
　
伊
原 

草
心

切
株
に
地
図
を
広
げ
て
夏
帽
子

　
赤
塚
新
町
三
丁
目
　
中
村 

典
子

風
抜
け
て
微
か
に
響
く
江
戸
風
鈴

　
赤
塚
三
丁
目
　
藤
森 

千
尋

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

一
ノ
瀬
美
智
子
選

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

板
　
橋

「
球
技
を
楽
し
む

  

つ
ど
い
」の
開
催

「
新
春
書
初
め
大
会
」

青
健
板
橋
地
区
で
は
、板

橋
支
部
各
町
会
選
出
の
実
行

委
員
の
運
営
に
よ
り
、３
月

29
日
に
、植
村
記
念
加
賀
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
旧
東
板

橋
体
育
館
）に
お
い
て「
球
技

を
楽
し
む
つ
ど
い
」を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
子
ど
も
た
ち

が
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な

春
休
み
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
新
学
年
を
迎
え
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
、例
年
３
月
末
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。し
か
し

な
が
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
発
生
し
て
か
ら
は
、

実
施
を
断
念
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、３
年
ぶ
り
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
、球
技

だ
け
で
な
く
、プ
ー
ル
を
借

用
し
て
水
泳
も
行
っ
て
い
た

大
谷
口

蓮
　
根

「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
開
催
」

令
和
４
年
１
月
10
日（
月
・

祝
）、上
板
橋
第
二
中
学
校
体

育
館
に
て
成
人
の
日
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

た
め
、マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
の
徹
底
な
ど
例
年
に
は

新
春
恒
例
の「
蓮
根
地
区

書
初
め
大
会
」が
１
月
６
日

（
木
）に
、志
村
第
六
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、開
催
直
前
に
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
は

手
指
消
毒
や
検
温
、参
加
者

の
距
離
を
取
る
等
、コ
ロ
ナ

対
策
を
十
分
に
実
施
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

誰
も
が
安
全
に
利
用
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、植

物
園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
実
施
し
、植
物
園
隣
接
地

に
は
農
業
園
を
整
備
し
た
。

農
業
園
の
新
た
な
魅
力
が

植
物
園
に
加
わ
る
こ
と
で
、

の
で
す
が
、水
泳
は
コ
ロ
ナ

対
策
が
十
分
に
取
れ
な
い
と

判
断
し
、球
技
だ
け
で
も
復

活
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。さ

ら
に
今
回
は
感
染
防
止

対
策
と
し
て
入
場
者
数
を
制

限
す
る
必
要
が
あ
り
、小
学

生
50
名
と
同
伴
の
保
護
者
ま

で
と
し
ま
し
た
。参
加
す
る

に
は
、一
週
間
前
か
ら
の
健

康
状
態
を
記
録
し
た
健
康
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
当
日
提
出

す
る
こ
と
を
参
加
要
件
に
し

た
た
め
、申
込
者
が
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
て

お
り
ま
し
た
が
、参
加
申
込

受
付
を
開
始
し
て
か
ら
す
ぐ

に
定
員
に
達
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

当
日
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、マ
ス
ク
着
用
な
ど
の

ル
ー
ル
も
き
ち
ん
と
守
り
、

初
め
て
会
う
他
校
の
参
加
者

と
も
仲
良
く
和
気
あ
い
あ
い

に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。未

だ
コ
ロ
ナ
の
収
束
は
見

通
せ
な
い
状
況
で
す
が
、で

き
る
だ
け
の
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、今
後
も
地
域
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
元
気
が
出
る

よ
う
な
行
事
を
開
催
し
て
い

け
る
よ
う
に
支
部
一
体
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

板
橋
支
部
長　

林 
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観明寺寛文元年庚申塔

観
明
寺
寛
文
元
年
庚
申
塔

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

今
回
は
、板
橋
三
丁
目
25

番
の
観
明
寺
に
あ
る
寛
文
元

年（
一
六
六
一
）の
庚
申
塔
を

紹
介
し
て
い
く
。現
在
は
、参

道
入
口
に
あ
る
小
堂
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。正
面
中
央
に

は
錫
杖
や
法
輪
な
ど
を
持
つ

六
臂
の
青
面
金
剛
像
が
陽
刻

さ
れ
、そ
の
上
方
に
は
日
像

と
月
像
、像
の
左
右
に
は
二

人
の
童
子
、足
下
に
は
二
頭

の
邪
鬼
が
、さ
ら
に
そ
の
下

に
は
一
羽
の
鶏
と
一
頭
の
猿

が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。そ
し

て
正
面
下
部
に
は
、豊
田
八

兵
衛
他
五
名
の
名
が
刻
ま

れ
、右
側
面
に
は
建
立
さ
れ

た
年
月
が
、左
側
面
に
は
願

文
と
願
主
大
阿
闍
梨
法
印
権

大
僧
都
慶
海
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

庚
申
塔
と
は
、庚
申
信
仰

に
基
づ
い
て
造
立
さ
れ
た
石

塔
の
こ
と
。庚
申
信
仰
は
、中

国
の
道
教
で
説
く「
三
尸
説
」

を
も
と
に
、仏
教
や
神
道
、修

験
道
、呪
術
的
な
医
学
、そ
の

他
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
間

信
仰
や
習
俗
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
形
成
さ
れ
た
複
合
信

仰
で
あ
る
。三
尸
と
は
人
間

の
体
内
に
い
る
と
考
え
ら
れ

た
虫
の
こ
と
で
、60
日
に
一

度
め
ぐ
っ
て
く
る
庚
申
の
日

の
夜
、宿
主
が
眠
る
と
体
内

か
ら
抜
け
出
し
て
人
の
命
を

司
る
天
帝
に
宿
主
の
罪
悪
を

告
げ
、そ
れ
に
よ
り
宿
主
の

寿
命
が
縮
め
ら
れ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
。そ
の
た
め
、庚

申
の
夜
に
は
、人
々
が
集

ま
っ
て
眠
ら
ず
に
過
ご
す
こ

と
で
、三
尸
が
天
に
上
る
機

会
を
与
え
な
い
よ
う
に
し

た
。日
本
で
は
平
安
時
代
に

三
尸
説
が
伝
来
し
、貴
族
社

会
に
広
ま
っ
た
。そ
の
後
、鎌

倉
時
代
に
は
武
士
社
会
に
広

ま
り
、一
般
に
広
ま
る
の
は

15
世
紀
以
降
で
あ
っ
た
。江

戸
時
代
に
入
る
と
各
地
で

「
庚
申
講
」が
結
成
さ
れ
、講

の
成
果
と
し
て
石
造
物
が
多

数
造
立
さ
れ
た
。当
初
形
状

も
様
々
で
、主
尊
も
阿
弥
陀

三
尊
や
釈
迦
、地
蔵
な
ど
多

様
で
あ
っ
た
が
、17
世
紀
半

ば
に
青
面
金
剛
を
主
尊
と
す

る
庚
申
塔
が
造
立
さ
れ
る

と
、や
が
て
そ
れ
が
全
国
的

に
広
ま
り
、「
庚
申
さ
ま
」と

言
え
ば
こ
の
青
面
金
剛
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。青
面
金

剛
は
、本
来
密
教
僧
や
修
験

者
が
伝
染
病
の
治
癒
の
た
め

祈
禱
す
る
際
の
本
尊
で
あ
っ

た
が
、こ
れ
を
庚
申
信
仰
と

結
び
付
け
た
人
々
に
は
、伝

染
病
を
恐
れ
る
思
い
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

寛
文
元
年
の
庚
申
塔
に
刻

ま
れ
た
豊
田
八
兵

衛
ら
は
板
橋
宿
の

住
人
で
、慶
海
は

観
明
寺
の
住
職
と

考
え
ら
れ
て
い

る
。慶
海
の
願
文

か
ら
、こ
の
庚
申

い
た
ば
し
の
文
化
財
3

塔
は
八
兵
衛
ら
と
共
に
供
養

の
た
め
に
造
立
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。そ
の
際
、当
時
最
新

の
青
面
金
剛
主
尊
の
庚
申
塔

を
造
立
し
た
の
は
、彼
ら
が

宿
場
の
住
人
と
し
て
経
済
的

に
成
功
し
て
い
た
こ
と
と
、

な
に
よ
り
も
新
し
物
好
き

だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。青

面
金
剛
の
庚
申
塔
と
し
て
は

都
内
最
古
の
も
の
と
の
こ

と
。新
し
物
好
き
の
彼
ら
に

感
謝
で
あ
る
。

ろ
っ
ぴ

し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

に
ち
ぞ
う

が
つ
ぞ
う

が
ん

も
ん

さ
ん
し

て
ん
て
い

こ
う
し
ん

が
ん
も
ん

な
い
成
人
の
日
の
つ
ど
い
と

な
り
ま
し
た
が
、会
場
に
訪

れ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友

や
恩
師
の
先
生
方
と
の
思
い

出
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、

華
や
か
な
装
い
で
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
と
、現
上
二
中

で
行
う
最
後
の
成
人
の
日
の

つ
ど
い
を
満
喫
し
て
お
り
ま

し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、新

成
人
代
表
の
二
人
が「
二
十

歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う

に
人
生
を
歩
み
、社
会
に
貢

献
し
て
い
く
べ
き
か
を
、真

剣
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」と
新
成
人
の
抱
負

を
述
べ
、第
二
部
の
懇
談
会

で
は
、新
成
人
の
有
志
で
構

成
さ
れ
た「
二
十
歳
の
会
」４

名
の
取
り
仕
切
る
抽
選
会
が

行
わ
れ
、軽
妙
な
司
会
進
行

で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

「
二
十
歳
の
会
」メ
ン
バ
ー

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
制
限
の
多
い

中
、何
か
月
も
前
か
ら
こ
の

日
の
た
め
に
準
備
を
し
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
は
数
日
前
に
雪
と
な

り
、校
庭
に
は
う
っ
す
ら
と

雪
が
残
る
中
行
わ
れ
た
成
人

の
日
の
つ
ど
い
。新
成
人
の

み
な
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
！

大
谷
口
支
部
長　

大
野 

喜
好

た
。蓮

根
地
区
管
内
の
小
学
３

年
生
以
上
と
中
学
生
を
対
象

に
行
い
、今
年
は
75
名
が
参

加
し
、学
校
で
指
定
さ
れ
た

課
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、一
筆
ご

と
に
神
経
を
集
中
さ
せ
書
初

め
用
紙
に
向
か
い
３
枚
を
書

き
上
げ
ま
す
。そ
の
中
か
ら

一
番
良
い
と
思
う
作
品
を
提

出
し
て
も
ら
い
、金
賞
・
銀

賞
・
銅
賞
を
学
年
ご
と
に
選

び
ま
す
。今
年
も
甲
乙
付
け

難
い
作
品
ば
か
り
で
、審
査

員
で
あ
る
蓮
根
地
区
管
内
小

学
校
４
校
の
校
長
先
生
方
も

選
考
に
一
苦
労
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、

１
月
７
日（
金
）か
ら
１
月
21

日（
金
）ま
で
蓮
根
地
域
セ
ン

タ
ー
１
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
、多

く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、様
々
な
行

事
を
通
し
て
、地
域
ぐ
る
み

で
青
少
年
を
育
て
る
と
と
も

に
、「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。蓮

根
支
部
長　

渡
邉 

武
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
と
と

も
に
、農
業
園
内
で
発
生
す

る
廃
棄
農
作
物
を
堆
肥
化
す

る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
社
会

へ
寄
与
す
る
な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
赤
塚
地
域
の

魅
力
向
上
を
推
進
し
て
い

く
。

い
に
し
い
び
と

みんな笑顔で楽しみました！

大活躍の「二十歳の会」メンバー４人

一筆ごとに集中し、課題に挑戦

赤塚植物園　正面入口

「
赤
塚
植
物
園
・

　

農
業
園
の
整
備
」

板
橋
区
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

い た ば し 町 連第298号 令和４年５月１日　　　　　　（4）

誰もが気軽に参加できる地域の集いの場

福祉の森サロン活動にぜひ参加しませんか？
「顔見知りになる」「生活にメリハリ」「安否確認」
「情報交換」サロン活動は良いこといっぱい！

板橋区社会福祉協議会
morimori@itabashishakyo.jp

福祉の森サロン担当
☎3964-0236


